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〈
１
面
よ
り
〉

　

近
年
の
災
害
の
激
甚
化
・
頻

発
化
を
踏
ま
え
て
、
災
害
時
に

リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の
確
保
さ
れ

た
災
害
に
強
い
国
土
幹
線
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
と

と
も
に
、
急
速
に
進
展
す
る
イ

ン
フ
ラ
老
朽
化
を
克
服
し
、
良

好
な
イ
ン
フ
ラ
を
次
世
代
に
継

承
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
安
全

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

目
指
す
。

（
２
）
人
・
モ
ノ
・
情
報
が
行

き
交
う
こ
と
で
活
力
を
生
み
出

す
社
会

　

社
会
の
持
続
可
能
性
を
高
め

る
た
め
に
は
、
生
産
性
の
向
上

に
よ
る
経
済
成
長
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
経
済
成
長
を
支
え

る
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
移
動
を

安
全
で
円
滑
に
行
う
こ
と
が
出

来
る
よ
う
、
高
規
格
道
路
を
は

じ
め
と
す
る
国
土
幹
線
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
拠
点
の
構
築
、

物
流
を
支
え
る
た
め
の
環
境
整

備
を
行
い
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

の
両
面
か
ら
道
路
の
機
能
を
進

化
さ
せ
、
人
・
モ
ノ
・
情
報
が

国
土
全
体
を
行
き
交
う
活
力
あ

ふ
れ
る
社
会
を
目
指
す
。

（
３
）
時
代
の
潮
流
に
適
応
し

た
ス
マ
ー
ト
な
社
会

　

脱
炭
素
化
に
向
け
た
動
き
、

デ
ジ
タ
ル
化
や
デ
ー
タ
活
用
の

急
速
な
進
展
、
働
き
方
改
革
実

現
に
向
け
た
取
組
な
ど
、
世
界

全
体
の
経
済
構
造
や
競
争
環
境

が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
し
つ

つ
あ
る
。
日
本
の
総
排
出
量
の

約
16
％
を
占
め
る
道
路
分
野
に

お
い
て
、
質
の
高
い
道
路
イ
ン

フ
ラ
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
渋

滞
な
ど
の
課
題
解
決
や
効
率
的

に
自
動
車
を
走
行
さ
せ
る
工

夫
、
道
路
交
通
の
グ
リ
ー
ン
化

支
援
な
ど
、
脱
炭
素
社
会
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
ま

た
、
自
動
運
転
の
普
及
・
促
進

に
向
け
た
支
援
や
革
新
的
な
技

術
を
活
用
し
た
次
世
代
の
Ｉ
Ｔ

Ｓ
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
道
路

管
理
や
行
政
手
続
き
の
省
力
化

・
効
率
化
を
推
進
し
、
新
た
な

価
値
を
創
造
す
る
ス
マ
ー
ト
な

社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

（
４
）
持
続
可
能
で
賑
わ
い
の

あ
る
地
域
・
ま
ち
を
創
出
す
る

社
会

　

今
後
、
都
市
・
中
山
間
地
域

問
わ
ず
人
口
が
減
少
し
て
い
く

中
で
、
高
齢
者
、
子
供
、
障
が

い
者
を
含
む
全
て
の
人
の
生
活

・
生
業
が
持
続
可
能
で
、
か
つ

人
々
が
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
地
域
・
ま
ち
を
創
出
す
る
必

要
が
あ
る
。
環
状
道
路
等
の
幹

線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
進
展

に
よ
り
生
ま
れ
る
都
市
内
の
空

間
の
ゆ
と
り
を
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ

の
工
夫
に
よ
り
、
安
全
・
安
心

で
良
好
な
環
境
や
景
観
等
を
備

え
た
、
持
続
可
能
で
賑
わ
い
の

あ
る
地
域
・
ま
ち
を
創
出
す
る

社
会
を
目
指
す
。

※
前
記
の
ほ
か
、
「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
２
５
」
（
令
和
７
年
６
月

13
日
閣
議
決
定
）
、
「
新
し
い

資
本
主
義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

《
重
要
政
策
推
進
枠
に
つ
い

て
》

　

「
令
和
８
年
度
予
算
の
概
算

要
求
に
つ
い
て
」
（
令
和
７
年

８
月
８
日
閣
議
了
解
）
に
従

い
、
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
２
０
２
５
」
及

び
「
新
し
い
資
本
主
義
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
実
行
計
画

た
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
舗
装

等
の
点
検
、
診
断
、
措
置
、
記

録
を
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

つ
つ
着
実
に
実
施
。
こ
れ
ま
で

の
点
検
結
果
に
基
づ
く
橋
梁
、

ト
ン
ネ
ル
、
舗
装
等
の
計
画
的

な
修
繕
を
強
力
に
推
進
。

《
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

の
取
組
の
更
な
る
加
速
化
、
深

化
》

　

気
候
変
動
に
伴
い
激
甚
化
・

頻
発
化
す
る
気
象
災
害
、
切
迫

す
る
大
規
模
地
震
や
急
速
に
進

む
施
設
の
老
朽
化
等
に
対
応
す

る
べ
く
、
災
害
に
強
い
国
土
幹

線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
構

築
す
る
た
め
、
令
和
７
年
６
月

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
第
１
次

国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
」

を
踏
ま
え
、
高
規
格
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
老
朽
化
対

策
等
の
抜
本
的
な
対
策
を
含
め

て
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
取
組
の
加
速
化
・
深
化
を

図
る
。

　

ま
た
、
埼
玉
県
八
潮
市
で
発

生
し
た
道
路
陥
没
事
故
を
受
け

た
提
言
を
踏
ま
え
つ
つ
、
同
様

の
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
道
路
管

理
者
と
占
用
者
の
連
帯
に
よ
る

地
下
空
間
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の

新
た
な
取
組
を
推
進
す
る
。

　

前
記
の
ほ
か
、
現
在
実
施
し

て
い
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
を
利
用

す
る
自
動
車
運
送
事
業
者
に
対

す
る
大
口
・
多
頻
度
割
引
の
最

大
割
引
率
の
拡
充
措
置
（
40
％

→
50
％
）
の
効
果
を
検
証
し
つ

つ
、
措
置
の
必
要
性
等
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　

前
記
の
取
組
を
着
実
に
進
め

る
た
め
、
国
土
交
通
省
の
職
員

が
働
き
が
い
と
働
き
や
す
さ
を

両
立
し
な
が
ら
成
長
で
き
る
職

場
の
実
現
に
向
け
て
、
快
適
な

勤
務
環
境
の
実
現
を
含
む
「
組

織
変
革
（
Ｃ
Ｘ:

Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｏ

ｒ
ａ
ｔ
ｅ 

Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｆ
ｏ

ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
」
を
推
進

す
る
。

～
』

　

気
候
変
動
の
世
界
的
危
機
に

対
し
、
道
路
の
脱
炭
素
化
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
ネ
イ
チ
ャ

ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
（
自
然
再
興
）

の
取
組
と
の
相
乗
効
果
を
図

る
。

『
基
本
方
針
５　

道
路
シ
ス
テ

ム
の
Ｄ
Ｘ　

～
ｘ
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ
の

推
進
～
』

　

道
路
を
安
全
に
賢
く
使
い
持

続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
、

新
技
術
の
導
入
や
デ
ー
タ
の
利

活
用
等
に
よ
り
道
路
調
査
・
工

事
・
維
持
管
理
等
や
行
政
手
続

き
の
高
度
化
・
効
率
化
を
図
る

Ｄ
Ｘ
の
取
組
「
ｘ
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ
」

を
加
速
す
る
。

『
基
本
方
針
６　

道
路
空
間
の

安
全
・
安
心
や
賑
わ
い
の
創
出　

～
地
域
・
ま
ち
を
創
る
～
』

　

全
て
の
人
が
安
全
・
安
心
で

【
要
求
概
要
】

【
要
求
概
要
】

【
主
要
施
策
の
基
本
方
針
】

【
主
要
施
策
の
基
本
方
針
】

ン
及
び
実
行
計
画
２
０
２
５
年

改
訂
版
」
（
令
和
７
年
６
月
13

日
閣
議
決
定
）
、
「
国
土
形
成

計
画
（
全
国
計
画
）
」
（
令
和

５
年
７
月
28
日
閣
議
決
定
）
、

「
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
」

（
令
和
５
年
７
月
28
日
閣
議
決

定
）
、
地
方
創
生
２
・
０
基
本

構
想
（
令
和
７
年
６
月
13
日
閣

議
決
定
）
等
を
ふ
ま
え
、
道
路

施
策
を
推
進
。

　

世
界
水
準
の
、
賢
く
安
全
で

持
続
可
能
な
国
土
の
基
盤
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
、
以

下
の
基
本
方
針
の
下
、
道
路
施

策
に
取
り
組
む
。

『
基
本
方
針
１　

防
災
・
減

災
、
国
土
強
靱
化　

～
災
害
か

ら
国
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る

～
』

　

発
災
後
概
ね
１
日
以
内
に
緊

急
車
両
の
通
行
を
確
保
し
、
概

ね
１
週
間
以
内
に
一
般
車
両
の

通
行
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
、
災
害
に
強
い
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
避
難
や
救
命
救

急
・
復
旧
活
動
等
を
支
え
る
取

組
や
危
機
管
理
対
策
の
強
化
を

推
進
す
る
。

『
基
本
方
針
２　

予
防
保
全
型

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
本
格
転
換　

～
安
全
・
安
心
な
道
路
を
次
世

代
へ
～
』

　

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の

低
減
や
効
率
的
か
つ
持
続
可
能

な
維
持
管
理
を
実
現
す
る
予
防

保
全
型
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
早
期

に
移
行
す
る
た
め
、
定
期
点
検

等
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
修
繕
が

必
要
な
施
設
の
対
策
を
加
速
す

る
と
と
も
に
、
新
技
術
の
積
極

的
な
活
用
等
を
推
進
す
る
。

『
基
本
方
針
３　

人
流
・
物
流

を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
拠

点
の
整
備　

～
人
・
地
域
を
つ

な
ぐ
～
』

　

速
達
性
と
ア
ク
セ
ス
性
が
確

保
さ
れ
た
国
土
幹
線
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
て
、

高
規
格
道
路
等
の
整
備
や
機
能

強
化
に
取
り
組
み
つ
つ
、
交
通

拠
点
の
整
備
に
よ
る
モ
ー
ダ
ル

コ
ネ
ク
ト
の
強
化
や
渋
滞
対

策
、
物
流
支
援
等
の
取
組
を
推

進
す
る
。

『
基
本
方
針
４　

２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
た
道
路
の
脱
炭
素
化

の
推
進　

～
低
炭
素
で
持
続
可

能
な
道
路
の
実
現
に
向
け
て

２
０
２
５
年
改
訂
版
」
（
令
和

７
年
６
月
13
日
閣
議
決
定
）
等

を
踏
ま
え
た
重
要
な
政
策
に
つ

い
て
、
以
下
を
要
望
す
る
。

○
効
率
的
な
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化

要
望
額
：
１
，
３
１
０
億
円

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や

物
流
危
機
の
解
決
に
資
す
る
迅

速
か
つ
円
滑
な
物
流
の
実
現
等

の
た
め
、
三
大
都
市
圏
環
状
道

路
等
を
中
心
と
す
る
根
幹
的
な

道
路
網
を
重
点
的
に
整
備
。
計

画
的
な
整
備
の
た
め
事
業
進
捗

を
図
る
必
要
の
あ
る
事
業
を
強

力
に
推
進
。

○
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

地
域
・
拠
点
の
連
携
確
保

要
望
額
：
１
，
８
０
９
億
円

　

個
性
あ
る
地
域
や
コ
ン
パ
ク

ト
な
拠
点
を
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
つ
な
ぎ
、
距
離
の
制
約
を

克
服
し
、
国
全
体
の
連
結
を
強

化
す
る
た
め
、
シ
ー
ム
レ
ス
な

高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等

を
整
備
。
計
画
的
な
整
備
の
た

め
事
業
進
捗
を
図
る
必
要
の
あ

る
事
業
を
強
力
に
推
進
。

○
道
路
の
老
朽
化
対
策
の
更
な

る
推
進

要
望
額
：
９
６
６
億
円

　

予
防
保
全
へ
の
転
換
に
向
け

　

政
府
は
、
令
和
７
年
度
予
備

費
使
用
に
つ
い
て
、
９
月
２
日

に
閣
議
決
定
し
た
。

　

こ
の
う
ち
国
土
交
通
省
関
係

予
備
費
使
用
に
つ
い
て
は
、

○
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
及

び
令
和
６
年
９
月
20
日
か
ら
同

月
23
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
に
よ

り
災
害
を
受
け
た
道
路
・
海
岸

・
港
湾
に
つ
い
て
、
国
（
権
限

代
行
含
む
）
が
施
行
す
る
災

害
復
旧
事
業
に
要
す
る
経
費

（
１
０
７
億
円
）

○
令
和
７
年
８
月
６
日
か
ら
の

大
雨
に
よ
り
災
害
を
受
け
た
道

路
に
つ
い
て
国
が
施
行
す
る
災

害
復
旧
事
業
に
要
す
る
経
費

（
12
億
円
）

を
計
上
し
た
。

※
計
数
は
そ
れ
ぞ
れ
四
捨
五
入

し
て
い
る
た
め
、
端
数
に
お
い

て
合
計
と
は
一
致
し
な
い
場
合

が
あ
る
。

○
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
及

び
令
和
６
年
９
月
20
日
か
ら
同

月
23
日
ま
で
の
間
の
豪
雨

（
１
）
道
路
災
害
復
旧
事
業

公
・
国
費
５
，
１
３
９
百
万
円

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に

よ
り
被
災
し
た
、
能
越
自
動
車

道
（
権
限
代
行
区
間
含
む
）
及

び
令
和
６
年
９
月
20
日
か
ら
同

月
23
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
等
に

よ
り
被
災
し
た
、
国
道
２
４
９

号
沿
岸
部
（
権
限
代
行
区
間
）

に
お
け
る
本
格
復
旧
に
向
け
た

災
害
復
旧
事
業
を
実
施
。

（
２
）
海
岸
災
害
復
旧
事
業

公
・
国
費
５
０
４
百
万
円

　

国
の
権
限
代
行
に
よ
り
、
災

害
復
旧
工
事
中
の
石
川
県
珠
洲

市
宝
立
正
院
海
岸
に
つ
い
て
、

湧
水
の
発
生
や
海
浜
地
形
の
変

化
に
よ
る
追
加
対
策
が
必
要
と

な
っ
た
箇
所
へ
費
用
を
措
置

し
、
切
れ
目
の
な
い
復
旧
を
実

施
。

（
３
）
港
湾
災
害
復
旧
事
業

公
・
国
費
５
，
０
９
８
百
万
円

　

七
尾
港
及
び
金
沢
港
の
国
有

港
湾
施
設
の
岸
壁
の
ほ
か
、
大

規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
国
の
権
限
代

行
に
よ
り
本
格
的
な
復
旧
を
実

施
中
の
七
尾
港
、
小
木
港
、
輪

島
港
の
岸
壁
、
物
揚
場
、
泊
地

に
つ
い
て
、
資
材
や
労
働
者
不

足
に
対
応
し
た
工
法
変
更
等
に

必
要
な
事
業
費
を
確
保
し
、
切

れ
目
の
な
い
災
害
復
旧
を
実

施
。

○
令
和
７
年
８
月
６
日
か
ら
の

大
雨

（
１
）
道
路
災
害
復
旧
事
業

公
・
国
費
１
，
２
２
３
百
万
円

　

令
和
７
年
８
月
６
日
か
ら
の

大
雨
に
よ
り
被
災
し
た
、
国
が

管
理
す
る
国
道
10
号
（
鹿
児
島

県
姶
良
市
等
）
、
国
道
57
号

（
熊
本
県
宇
城
市
）
等
４
路
線

に
お
い
て
、
土
砂
流
入
や
路
肩

崩
落
箇
所
等
の
復
旧
を
実
施
。

※
公
は
公
共
事
業
関
係
費
。

快
適
に
生
活
で
き
る
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
交
通
安
全
対
策

や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ

の
対
応
、
無
電
柱
化
、
自
転
車

通
行
空
間
の
整
備
等
を
進
め
る

と
と
も
に
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
等
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
や
地

域
の
賑
わ
い
創
出
な
ど
道
路
空

間
へ
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
取
組
を
推
進
す
る
。

事業別内訳

（単位：百万円）

事業名 国費

〇 令和6年能登半島地震及び

令和6年9月20日から同月23日までの間の豪雨

道路災害復旧事業

直轄

能越自動車道（石川県輪島市等） 500

直轄（権限代行事業）

のと里山海道（石川県七尾市等） 2,700

一般国道249号（石川県珠洲市等） 1,940

海岸災害復旧事業

直轄（権限代行事業）

宝立正院海岸（石川県珠洲市） 504

港湾災害復旧事業

直轄

七尾港（石川県七尾市） 962

金沢港（石川県金沢市） 1,738

直轄（権限代行事業）

七尾港（石川県七尾市） 1,097

小木港（石川県能登町） 858

輪島港（石川県輪島市） 443

〇 令和7年8月6日からの大雨

道路災害復旧事業

直轄

一般国道9号（山口県下関市） 8

一般国道191号（山口県阿武町） 105

一般国道10号（鹿児島県姶良市等） 980

一般国道57号（熊本県宇城市） 129

令和７年度　令和７年度　
国土交通省関係予備費使用概要国土交通省関係予備費使用概要
予備費使用額　１２０億円


